
          

２０１１年１月２５日開催 第５５４回 番組審議会  

■ 出席委員                    谷徹委員  

  荒巻裕委員長  櫻井美幸副委員長  上田理恵子委員  神谷徹委員 

黒田勇委員  齊藤善也委員  東野博昭委員 

  

 

■ 毎日放送出席者 

河内社長  田中専務  上田専務  松島常務  河村編成局長  梅本報道局長  

寺西制作局長  熊ラジオ局長  立野コンプライアンス室長  

井本ＶＯＩＣＥ編集長 

 

◆ テレビ番組「ＶＯＩＣＥ年末スペシャル」12 月 28 日放送分について 

第５５４回番組審議会は１月２５日（火）に開かれ、昨年 12 月 28 日（火）に放送されたテ

レビ番組「ＶＯＩＣＥ年末スペシャル」について審議しました。 

 

各委員の主な意見は次の通り。 

＊最近テレビを見ても、新聞を読んでも、ネットを見ていたら大体出ている情報で、新しい

ものが少ない。オリジナリティーというか、自分たちだけが気づいて取材したことをどん

どん伝えていくことで、今の社会の問題を解決する一助となるような「ＶＯＩＣＥ」であって

ほしい。 

＊「ＶＯＩＣＥ」は、家族的なあたたかい雰囲気で好きな番組。総集編は、全体に奇をてらわ

ず、ゲストの人選も落ちついた人ばかりで、あまり感情的にならない人で、よかったと思

う。 

＊眉間にしわを寄せずに、報道色をあまり感じないところが気に入っている。今回の特番

も、ややこしさを感じさせないイメージがあり、非常に読みやすい雑誌のようだ。 

＊「マルチョウ」は、地域密着型のすぐれた調査報道だと思う。改めて見て実感した。問題

の根底には組織的な問題があって、そこに果敢に入り込んで映像で証拠をつかみ放送

する、優れた報道番組であり続けてほしい。 

＊原因を解明しつつ安心を提供するのは非常に大事。ある種のトラブルや隠れた疑惑を

暴くだけじゃなく、そういう疑惑はないということを提示していくのは、ニュース価値があ

る。 

＊典型的な質問をして答えを引き出すところがある。初歩的なところから市民が感じてい

るいろんな疑問や不安を伝える意味ではそうだが、インタビューする内容にもう少し工

夫があってもよかった。 

＊現場によく足を運んでいる。テレビを見ている人に代わって現場を訪れて、追及して解

き明かしていく。当たり前のことだが、この当たり前のことを大事にしてほしい。 



 

■ 昨年１１月２６日に高知市で開催された「ＪＮＮ系列番組審議会近畿中四国協議会」の

概要について、委員長が報告した。 

 

■ テレビ番組「イチハチ」昨年１１月１７日、２４日の放送内容に関して、ＢＰＯが審議入り

の決定をしたことを立野コンプライアンス室長が報告した。 

 

 

以上 

 

 

 

 


